
プログラム 
 

○会期：2019年 6月 29日（土）、30日（日） 

○会場：京都教育大学（２号館 D棟） 

○参加費：会員 4000円、学生会員 3000円、一般 4000円 

 

6 月 29 日(土) 

12:30- 13:00- 13:30- 15:40- 18:00- 

受付 開会行事 基調講演 シンポジスト提案 情報交換会 

    D 棟１階 D3 大学会館 

 

◆理事会 11:00－12:00（Ⅾ８教室） 

 

◆受 付 12:30－13:00（Ⅾ３教室前） 

 

◆開会行事 13:00－13:20（Ⅾ３教室） 

会 長 挨 拶 川並弘純（聖徳大学学長） 

主 催 校 学 長 挨 拶 細川友秀（京都教育大学学長） 

大会実行委員長挨拶 大竹博巳（京都教育大学） 

 

◆シンポジウム 13:30－17:40 （Ⅾ３教室） 

テーマ：教員養成における教科専門の在り方 

     ―教科内容学から捉えた各科教科内容構成の開発― 

１．趣旨説明：大竹博巳 

２．基調講演 13:30－15:30（120分） 

13:30－14:30 

柳澤好治（文部科学省総合教育政策局教育人材政策課長） 

「最近の社会の大きな変化と社会に開かれた教育課程 現実の社会とのつながりの強化」 

14:30－15:30 

長谷川眞理子（総合研究大学院大学 学長） 

「理科の教科内容構成の在り方―「生物学」を事例に―」                        

＜休憩＞10分 

３．シンポジスト提案 15:40－17:00 （司会：大竹博巳・清村百合子） 

プロジェクト：教員養成における教科内容学研究―各科教科内容構成の開発― 



■提案の趣旨：開発の課題及び目的と方法：西園芳信（聖徳大学特命教授） 

■提案：理論的仮説と教科内容構成のシラバス（小学校・中学校・教職大学院） 

①数学：松岡隆（鳴門教育大学特命教授）数学の理論的仮説とシラバス 

②美術：新井知生（島根大学教育学部教授）美術の理論的仮説とシラバス 

③社会：下里俊行（上越教育大学教授）社会の理論論的仮説とシラバス 

④体育：荒木秀夫（徳島大学名誉教授）松井敦典(鳴門教育大学教授)体育の理論論的仮説と

シラバス 

４．パネル討論 17:00－17:40 

指定討論者 

○増井三夫（聖徳大学副学長） ○原 健二(東京学芸大学教職大学院准教授) 

 

◆情報交換会 18:00－20:00 

 京都教育大学大学会館１階・大集会室（4000円、学生 3000円） 

 

6 月 30 日(日) 

9:00- 9:20- 11:30- 12:00- 13:00- 16:30 

受付 研究発表 総会 昼休み 課題研究 

D 棟１階 D1 D 棟１階 D3 

 

◆受付 9:00－9:20（Ⅾ３教室前） 

 

◆研究発表 9:20―11:20（Ⅾ１教室） 

P01  地域調査に基づく教材開発による社会科専攻学生の力量形成をめざす試み 

    ―『地域教材開発のための資料・指導案集』の作成を通して― 

鈴木 正行（香川大学） 

P02  教職大学院教育における理科内容の研究 其の１―国際バカロレア教育の分析 

原 健二（東京学芸大学教職大学院） 

P03  教科内容学の今後Ⅱ：Analysis（分析）と Synthesis（合成） 

胸組 虎胤（鳴門教育大学） 

P04 「教科内容学」における専門学問の役割―英語 WH−疑問文指導法の場合― 

薮下 克彦（鳴門教育大学）・石濵 博之（盛岡大学） 

P05  教科専門科目におけるレポート課題の実践的研究 

花木 良（岐阜大学） 

P06  教科内容を理解させる方法としての教員による実演授業の有効性 

衛藤 晶子（畿央大学） 



P07  子どもの身体の動きから探る郷土の音楽の教科内容 

    ―沖縄のカチャーシーと徳島の阿波踊りを用いた調査を通して― 

小川 由美（琉球大学）・安里 恵理（那覇市立小禄南小学校） 

P08  幼稚園教員養成課程における算数の教科内容の実際 

 黒澤 寿美（環太平洋大学短期大学部） 

P09  消費者教育における「契約」に関する指導内容―家庭科と社会科の比較から― 

速水 多佳子（鳴門教育大学）・福井 典代（鳴門教育大学） 

P10  郷土の伝統音楽の教科内容の体系 

椿本 恵子（大阪市立開平小学校） 

P11  わらべうた遊びの経験内容の音楽科教科内容への連続性 

小林 佐知子（畿央大学） 

 

◆総会 11:30－12:00（Ⅾ３教室） 

 

昼休み：12:00－13:00 

 

◆課題研究 13:00－16:30 （Ⅾ３教室） 

  テーマ：プロジェクトの報告と討議―教員養成における教科内容学研究 

        ―各科教科内容構成の開発― 

司会：小野瀬雅人（聖徳大学教授）西園芳信（聖徳大学特命教授） 

１．趣旨説明 13:00－15:15：西園芳信 

２．提案 13:15－15:45：理論的仮説と教科内容構成のシラバス（小学校・中学校・教職大学院） 

①理科：佐藤勝幸・胸組虎胤（鳴門教育大学教授）理科の理論的仮説とシラバス 

②音楽：中島卓郎(信州大学教授) 音楽の理論的仮説とシラバス 

③国語：村井万里子（鳴門教育大学教授）国語の理論的仮説とシラバス 

④英語：松宮新吾（追手門学院大学国際教養学部教授）英語の理論的仮説とシラバス 

⑤技術：菊地章（鳴門教育大学教授）技術の理論的仮説とシラバス 

⑥家庭：平田道憲（広島大学名誉教授）村上かおり・鈴木明子(広島大学教授）、冨永美穂子

（広島大学准教授）家庭の理論的仮説とシラバス 

３．提案 15:45－16:00 

  全教科の教科内容を俯瞰した教科内容学の原理：浪川幸彦（椙山女学園大学教授） 

４．討議 16:00－16:30 

   ※初日発表の数学、美術、社会、体育は討議において随時参加 

 

 

 



研究発表（ポスター発表）の皆様へ 

発表資料の提示時間は 2 時間です。2 時間の発表時間のうち、発表者番号が奇数の方は

前半 1 時間（9:20-10:20）、偶数の方は後半 1 時間（10:20-11:20）、必ず発表資料の前で

待機し、参加者に研究内容の説明と質疑応答を行ってください。会場係が，2 時間の発表

資料の提示と、1 時間の在任を確認できたとき、「発表完了」となります。 

 

参加申込 

●事前申込の方 

大会参加費・情報交換会費を、当日お支払いください。 

●当日参加の方 

大会当日も、大会及び情報交換会の参加を受付けます。 

 

昼食 

 大会当日、大学生協は営業しておりません。また近辺に食事処もないため、昼食は各自 

 でご準備ください。 

※購買部は土曜営業しておりますが、多くの方のご希望には添えない可能性があります。 

 

交通案内 

京都駅より、JR 奈良線「JR 藤森」下車、出口より徒歩 5 分。 

 

正門 

受付・会場【D棟】 


